
キャラクター名 プレイヤー名

ポジション 享年

メインクラス 暗示

サブクラス 寵愛点

初期配置
記憶のカケラ 内容

最大行動値

能力値 クラス 修正 合計

武装

変異

改造

未練
対象 種類 狂気点 発狂時ペナルティ

①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤

マニューバ
タイプ 損傷 名前 使用 タイミング コスト 射程 効果

ドジョウ

ジャンク

バロック

ステーシー

14

反転

16

煉獄

14
星空

神様

【奇跡】

【街の神様】

【粛清】

君はある日この街に引っ越してきた。戦争のひどくなった都市部を離れ、比較的平和な田舎へ。 空気は澱み、人々の表情は暗く、もう空は核の雲で覆われていて常に曇っている……はずだったのに。 ようこそと君を出迎えた街の人々の表情はとても明るいものだった。空気こそ埃っぽく堪えたが、そんなことが些細なことに思えるほど。君は久々に人間の笑顔というものを見た。 わけを聞いてみれば、この街には神様がいるからだという。神様がこの街を戦争の魔の手から守ってくださるのだと、皆口をそろえて言う。 最初は半信半疑だった君だが、ふと、空が青いことに──夜は星空が広がることに──気が付く。まさか、神様が街を守っているというのは本当なのだろうか。 君はだんだん神様の存在を信じていく。

この街には神様がいた。みんなに崇められて、信じられていた神様が。神様がいたからこの街は団結して、戦争の中でも希望を失わなかったのだ。

「神様はただの肉の塊で、人間の作った兵器なんだ」 ミリアが……君の友達が、そう真剣な目で訴える。到底信じられなかった。ミリアがそんなことを言い出すなんて。 神様はいる。肉の塊なんかじゃない。そんなことを言うのはやめなさい。君はそう言って友人を諭す。友人が神様を冒涜するなんて、そんなことを信じたくなくて。 聞かないふりをして、この話は二人だけで終わらせ、日常に戻りたかった。神様がいないなんてこの街で言うことがどういうことなのか分からない彼女ではないはずなのに。それなのに、ミリアがあまりにも頑固だから。 君は神の信徒としてすべきことをした。ミリアを悪魔の手先として告発したのだ。 そのあと彼女はどこかに連れて行かれ……どうなったのか、君は知らない。
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パーツとして所持。破壊で狂気点+1
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自身が狂気点で判定を振りなおす際に、出目+1

肉弾攻撃判定出目+1

レベル3変異パーツ+1個

攻撃判定、切断判定出目+1、ターン終了時パーツ1つ損傷
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肉弾攻撃１
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射程0の対象へ肉弾攻撃大成功時、連撃+1か転倒

肉弾攻撃1＋爆発＋転倒
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肉弾攻撃１
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次カウントで使うマニューバ１つのコスト-1
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